
（トン）

（億円）

漁
獲
金
額
（
億
円
）

漁
獲
量
（
ト
ン
）
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－みんなの愛で子供たちの未来を－
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「東日本大震災」で多くの漁業者が犠牲となられました。

遺された子供たちへの育英資金にご協力をお願いします。

水色の羽根募金

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
推

進
議
員
連
盟
（
鈴
木
俊
一
会

長
）
は
２０
日
、
２
０
２
０
年

度
当
初
予
算
・
１９
年
度
補
正

予
算
に
お
け
る
カ
ツ
オ
マ
グ

ロ
漁
業
関
係
予
算
の
満
額
確

保
な
ど
を
求
め
る
「
か
つ
お

・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
発
展
に
関

す
る
緊
急
決
議
」
を
外
務
省

の
若
宮
健
嗣
副
大
臣
と
財
務

省
の
麻
生
太
郎
大
臣
に
要
請

し
た
。

「
緊
急
決
議
」
で
は
、
来

年
度
予
算
・
今
年
度
補
正
予

算
に
お
け
る
カ
ツ
オ
マ
グ
ロ

漁
業
関
係
予
算
の
満
額
確
保

の
ほ
か
、
も
う
か
る
漁
業
創

設
支
援
事
業
予
算
の
満
額
確

保
お
よ
び
基
金
化
を
含
む
制

度
の
拡
充
・
強
化
、
漁
船
の

省
人
化
や
省
力
の
た
め
の
技

術
開
発
お
よ
び
乗
組
員
確
保

対
策
の
充
実
、
フ
ロ
ン
Ｒ
２２

全
廃
に
対
応
す
る
補
助
制
度

創
設
、
燃
油
高
騰
対
策
・
漁

業
収
入
安
定
対
策
事
業
な
ど

の
経
営
支
援
の
拡
充
、
戦
略

的
な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
の
活
用
に
よ
る
海
外
漁

場
の
確
保
お
よ
び
入
漁
料
の

負
担
軽
減
、
メ
バ
チ
な
ど
の

資
源
調
査
・
研
究
体
制
の
強

化
、
人
工
衛
星
「
し
ず
く
」

の
後
継
セ
ン
サ
ー
の
技
術
開

発
と
早
期
打
ち
上
げ
な
ど
を

求
め
た
。

外
務
省
に
は
、
議
連
の
浜

田
靖
一
会
長
代
理
、
井
林
辰

憲
事
務
局
長
、
金
子
万
寿
夫

衆
院
議
員
、
中
西
哲
参
院
議

員
ら
が
要
請
。財
務
省
に
は
、

伊
藤
信
太
郎
幹
事
長
、
井
林

事
務
局
長
、
武
井
俊
輔
衆
院

議
員
、
江
島
潔
参
院
議
員
ら

が
要
請
し
た
。

ミ
ズ
ダ
コ
は
主
に
北
海
道
、

東
北
地
方
で
漁
獲
さ
れ
、
津
軽

海
峡
沿
岸
で
は
冬
�
春
季
の
主

要
な
収
入
源
で
、
正
月
料
理
に

は
欠
か
せ
な
い
地
域
の
食
文
化

の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
津
軽
海
峡
沿
岸
で
は
、
ミ

ズ
ダ
コ
の
精
巣
や
卵
巣
、
エ
ラ

な
ど
の
内
臓
を
「
道
具
（
ど
う

ぐ
）」と
呼
び
、
道
具
汁
や
酢
の

物
な
ど
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
食
材
で
す
。

縄
文
時
代
前
期
の
三
内
丸
山

遺
跡
か
ら
は
タ
コ
・
イ
カ
類
の

口
器
が
出
土
し
、
江
戸
時
代
に

旅
し
た
菅
江
真
澄
は
青
森
県
太

平
洋
側
で
「
潮
瀬
に
ア
ワ
ビ
、

タ
コ
を
突
い
て
回
る
船
が
た
く

さ
ん
出
て
い
る
」
と
記
述
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
タ
コ

類
は
古
く
か
ら
青
森
県
の
水
産

業
と
食
の
重
要
資
源
で
あ
り
、

将
来
も
持
続
的
利
用
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

私
は
１
９
９
２
年
に
旧
水
産

試
験
場
に
異
動
後
、
タ
コ
類
研

究
の
担
当
と
な
り
、
そ
の
後
も

行
政
機
関
に
お
い
て
ミ
ズ
ダ
コ

資
源
管
理
業
務
を
任
さ
れ
、
長

期
間
ミ
ズ
ダ
コ
の
研
究
と
資
源

管
理
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

タ
コ
類
は
、
タ
コ
焼
き
や
「
タ

コ
ぶ
つ
」
と
い
っ
た
日
本
人
の

食
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
水
産

物
で
す
が
、
意
外
に
研
究
者
は

少
な
く
、
今
で
も
メ
デ
ィ
ア
な

ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ

り
ま
す
。

ミ
ズ
ダ
コ
は
魚
類
の
ウ
ロ
コ

や
貝
殻
の
よ
う
な
年
齢
形
質
が

な
い
こ
と
か
ら
、
成
長
様
式
、

津
軽
海
峡
で
の
分
布
や
移
動
に

つ
い
て
は
全
く
不
明
で
し
た
。

一
方
、
津
軽
海
峡
沿
岸
で
は
、

８７
年
に
漁
業
者
が
自
主
的
に
標

識
放
流
を
開
始
し
、
世
界
に
例

を
み
な
い
３
万
６
０
０
０
個
体

以
上
も
の
膨
大
な
数
の
放
流
が

行
わ
れ
、
１
０
０
０
個
体
以
上

が
再
捕
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
で

は
膨
大
な
数
の
ミ
ズ
ダ
コ
の
解

剖
と
標
識
放
流
を
行
い
、
解
析

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
体
重
組
成
と
標

識
放
流
か
ら
２
〜
５
歳
に
成
熟

体
重
に
達
す
る
４
グ
ル
ー
プ
が

推
定
さ
れ
、
寿
命
は
オ
ス
が
４

年
５
か
月
、
メ
ス
は
産
卵
と
卵

の
保
護
期
間
を
加
え
５
年
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
標
識
放
流
で

は
、
放
流
地
域
内
で
の
再
捕
割

合
が
高
く
、
移
動
範
囲
は
津
軽

海
峡
内
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
、
一

部
は
本
州
と
北
海
道
を
相
互
に

移
動
し
て
い
ま
し
た
。
生
息
水

深
は
２
〜
３
５
０
�
で
、
成
長

に
従
い
深
部
ま
で
分
布
範
囲
を

広
げ
、
夏
季
は
１５
度
Ｃ
以
上
の

沿
岸
の
高
水
温
を
避
け
て
深
い

水
深
帯
に
移
動
し
て
い
ま
し

た
。
青
森
県
側
と
北
海
道
側
の

漁
獲
量
の
年
変
動
、漁
獲
時
期
、

漁
獲
サ
イ
ズ
、
移
動
範
囲
と
相

互
移
動
か
ら
、
津
軽
海
峡
に
生

息
す
る
ミ
ズ
ダ
コ
は
一
つ
の
集

団
を
成
し
て
い
る
地
域
個
体
群

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

漁
獲
量
は
数
年
ご
と
の
短
期

間
の
年
変
動
は
あ
る
も
の
の
８６

年
以
降
、
高
水
準
で
推
移
し
、

２
０
０
２
年
に
漁
獲
量
１
９
５

１
�
、
０１
年
に
漁
獲
金
額
８
億

６
３
６
１
万
円
で
、
過
去
最
高

値
を
記
録
し
ま
し
た
。
た
だ
そ

の
後
、
漁
獲
量
は
急
激
に
減
少

し
、
現
在
の
資
源
状
態
は
「
低

位
、
減
少
」
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

資
源
減
少
要
因
の
一
つ
に
タ

コ
か
ご
漁
業
の
増
加
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
か
ご
に
複
数
の
ミ
ズ

ダ
コ
が
入
っ
た
場
合
、
小
さ
い

タ
コ
が
大
き
い
タ
コ
に
攻
撃
さ

れ
、
死
ぬ
こ
と
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
北
海
道
大
学
と
共

同
で
、
資
源
管
理
の
放
流
サ
イ

ズ
で
あ
る
体
重
３
�
未
満
の
ミ

ズ
ダ
コ
が
、
か
ご
か
ら
自
動
的

に
脱
出
す
る
穴
の
大
き
さ
が
直

径
５
・
５
�
で
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
ま
し
た
。
現
在
、
漁
業

者
に
は
直
径
５
・
５
�
の
脱
出

リ
ン
グ
を
装
着
す
る
よ
う
普
及

し
て
い
ま
す
。

（
こ
の
項
お
わ
り
）

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
有
名
シ

ェ
フ
で
あ
る
マ
チ
ュ
ー
・
ガ

レ
ル
氏
を
含
む
４
人
の
シ
ェ

フ
が
２０
日
、
大
日
本
水
産
会

の
白
須
敏
朗
会
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。

日
本
産
養
殖
ブ
リ
を
ど
の

よ
う
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

諸
国
に
浸
透
さ
せ
る
か
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
シ
ェ
フ

た
ち
は
「
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ

は
日
本
産
ブ
リ
の
存
在
を
ま

だ
十
分
認
識
し
て
い
な
い
。

５
０
０
人
が
所
属
す
る
フ
レ

ン
チ
シ
ェ
フ
の
団
体
を
活
用

し
、
日
本
産
ブ
リ
を
使
っ
た

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
シ
ピ
開

発
や
料
理
教
室
を
行
っ
て
は

ど
う
か
」「
日
本
か
ら
の
輸
送

コ
ス
ト
低
減
も
効
果
的
だ
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
白
須

会
長
は
「
実
現
に
向
け
、
ぜ

ひ
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

水
産
物
・
水
産
加
工
品
輸

出
拡
大
協
議
会
（
事
務
局
・

大
日
本
水
産
会
内
）
が
１０
月

に
日
本
産
の
養
殖
ブ
リ
と
ホ

タ
テ
の
輸
出
促
進
を
図
る
た

め
、
世
界
的
に
有
名
な
パ
リ

の
料
理
学
校
コ
ル
ド
ン
ブ
ル

ー
本
校
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
際
に
ガ
レ
ル
シ
ェ
フ
が

講
師
と
し
て
調
理
実
演
を
行

っ
た
。
今
回
は
フ
ラ
ン
ス
・

レ
ス
ト
ラ
ン
文
化
振
興
協
会

主
催
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
員
と
し
て
来

日
し
た
。

協
同
組
合
セ
ル
コ
グ
ル
ー

プ
（
佐
伯
行
彦
理
事
長
）
は

来
年
１
月
１５
日
、
横
浜
市
の

新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
で
「
２

０
２
０
年
新
春
全
国
セ
ル
コ

グ
ル
ー
プ
ト
ッ
プ
会
」
を
開

催
す
る
。

同
日
は
特
別
講
演
と
懇
親

会
を
行
う
。
早
稲
田
大
学
公

共
経
営
大
学
院
の
片
山
善
博

教
授
が
「
日
本
政
治
を
展
望

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す

る
。

【
和
歌
山
県
太
地
町
】
国

立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
の
坂
本
峰
至
所
長
特
任
補

佐
と
中
村
政
明
臨
床
部
部
長

は
２１
日
、
和
歌
山
県
太
地
町

公
民
館
で
町
民
を
対
象
に

「
水
銀
と
住
民
の
健
康
影
響

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を

報
告
し
た
。
小
児
を
対
象
に

し
た
調
査
結
果
で
、
小
児
に

発
達
の
遅
れ
や
異
常
な
ど
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
町
民

か
ら
は
「
健
康
へ
の
影
響
が

な
い
こ
と
が
分
か
り
安
心
し

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

た
。水

銀
の
健
康
影
響
に
つ
い

て
は
２
０
０
９
〜
１１
年
に
成

人
を
対
象
に
調
査
。
大
き
な

影
響
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
た
。

今
回
は
１２
〜
１７
年
に
紀
南

地
区
（
太
地
、
那
智
勝
浦
、

串
本
の
３
町
）
で
小
学
１
年

生
１
３
３
人
を
調
査
し
た
結

果
を
報
告
。
同
地
区
の
小
児

の
毛
髪
水
銀
濃
度
の
中
央
値

は
２
・
９０
�
（
０
・
６
〜
４３

・
６
�
）
で
全
国
調
査
の
１

・
６５
�
と
比
較
し
て
有
意
に

高
い
濃
度
を
示
し
た
。
し
か

し
、
小
児
発
達
研
究
を
行
う

研
究
者
ら
と
実
施
し
た
神
経

心
理
検
査
（
３
種
）
で
大
き

な
影
響
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。ま

た
、神
経
生
理
検
査（
３

種
）
で
色
覚
へ
の
影
響
が
な

か
っ
た
こ
と
を
報
告
。
聴
覚

伝
導
と
視
覚
伝
導
で
は
軽
度

の
遅
延
が
あ
っ
た
が
、
小
児

発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
と
結
論
付

け
た
。

こ
の
ほ
か
、
筋
肉
と
臓
器

に
高
い
総
水
銀
濃
度
で
の
蓄

積
が
報
告
さ
れ
て
き
た
ハ
ク

ジ
ラ
の
健
康
影
響
の
追
跡
調

査
の
結
果
を
説
明
。

ハ
ク
ジ
ラ
４
種
（
ハ
ナ
ゴ

ン
ド
ウ
、
ス
ジ
イ
ル
カ
、
コ

ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ
、
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
）
の
調
査
で
は
筋
肉

と
臓
器
で
総
水
銀
濃
度
は
高

い
が
、
水
銀
の
ほ
と
ん
ど
は

セ
レ
ン
と
結
合
し
た
不
活
性

な
セ
レ
ン
化
水
銀
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
「
総
水
銀

濃
度
か
ら
心
配
さ
れ
る
よ
う

な
人
や
ク
ジ
ラ
へ
の
影
響
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
胎
児
は
メ
チ
ル
水
銀
へ

の
感
受
性
が
高
い
こ
と
か
ら

妊
娠
し
て
い
る
人
は
食
べ
過

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ほ

し
い
。
厚
生
労
働
省
の
妊
婦

へ
の
魚
介
類
の
摂
食
と
水
銀

に
関
す
る
注
意
事
項
を
参
考

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。

【
明
石
】
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
漁

協
と
Ｊ
Ｆ
な
ぎ
さ
信
漁
連
は

１９
日
、
農
林
中
金
の
協
力
を

得
て
、
同
漁
協
会
議
室
で
青

年
部
や
漁
青
連
代
表
ら
約
４０

人
を
対
象
に
明
石
浦
漁
協
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
「
水

産
業
を
新
３
Ｋ
（
カ
ッ
コ
よ

く
て
、
稼
げ
て
、
革
新
的
な
）

産
業
へ
�
水
産
業
の
展
望
と

人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
長

谷
川
琢
也
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｆ
Ｊ
）
事

務
局
長
（
ヤ
フ
ー
�
Ｓ
Ｒ
推

進
統
括
本
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室

東
北
共
創
Ｇ
ｙ
ｏ
ｐ
ｐ
ｙ
！

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）が
講
演
。

参
加
者
は
優
良
事
例
の
紹
介

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

長
谷
川
氏
は
、
東
日
本
大

震
災
以
後
に
、
浜
を
超
え
職

業
を
超
え
て
若
手
漁
師
や
魚

屋
が
連
携
し
、
「
三
陸
の
海

か
ら
水
産
業
に
お
け
る
『
新

３
Ｋ
』
を
実
行
す
る
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
」
を
理
念

に
掲
げ
活
動
し
て
き
た
。

担
い
手
育
成
で
は
、
就
業

希
望
者
が
生
活
で
き
る
寮

（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）の
整
備
、

漁
師
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
求
人
サ
イ
ト
開
設
、

地
元
の
子
供
た
ち
へ
の
漁
業

体
験
、
高
校
生
と
の
連
携
、

大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
け

入
れ
な
ど
を
実
施
し
て
き
た

と
説
明
。
現
在
は
西
日
本
か

ら
来
た
就
業
者
も
い
る
と
話

し
た
。

ま
た
、
Ｆ
Ｊ
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
。
早
朝

に
起
き
る
漁
業
者
か
ら
の
モ

ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
、
北
九
州
・
藍
島
の
サ
ワ

ラ
の
神
経
〆
な
ど
ブ
ラ
ン
ド

化
、
漁
師
と
シ
ェ
フ
の
お
見

合
い
イ
ベ
ン
ト
、
北
海
道
・

利
尻
島
で
の
６
次
産
業
化
と

担
い
手
定
着
事
業
、
ア
パ
レ

ル
産
業
と
連
携
し
た
漁
業
者

向
け
作
業
服
作
成
な
ど
も
行

っ
て
き
た
と
説
明
。

直
営
飲
食
店
「
魚
谷
屋
」

（
東
京
・
中
野
区
）、「
は
ま

さ
い
さ
い
」（
宮
城
県
石
巻

市
）
を
運
営
し
、
水
産
物
の

海
外
輸
出
な
ど
に
も
取
り
組

み
始
め
て
い
る
と
話
し
た
。

そ
の
ほ
か
漁
業
者
、
仲
卸

・
卸
、
漁
協
、
行
政
な
ど
関

係
者
が
参
加
し
て
地
域
水
産

業
の
未
来
を
創
造
し
て
い
く

「
改
正
漁
業
法
研
究
会
」
を

開
い
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し

た
。長

谷
川
氏
は
活
動
の
ま
と

め
と
し
て
、
「
自
分
一
人
で

は
で
き
な
い
こ
と
も
連
携
す

る
こ
と
で
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
外
部
の
水
産
業
界
以
外

と
の
つ
な
が
り
、
連
携
で
協

力
を
得
る
こ
と
も
重
要
。
こ

の
ほ
か
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
で
信
用
、
信

頼
の
醸
成
の
一
助
と
な
る
」

と
呼
び
掛
け
た
。

最
後
に
、
明
石
の
若
手
漁

業
者
ら
に
、
「
と
も
に
日
本

の
水
産
業
を
誇
れ
る
産
業
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と

訴
え
た
。

日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン
協
会
が
２０
日
発
表
し

た
１０
月
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
売
上
高
は
、
既
存
店

ベ
ー
ス
で
前
年
同
月
比
１
・

８
％
増
の
８
８
２
４
億
円
だ

っ
た
。
２
か
月
ぶ
り
の
プ
ラ

ス
。
同
月
か
ら
消
費
税
が
増

税
さ
れ
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
は

扱
う
商
品
が
増
税
対
象
と
な

ら
な
い
食
品
が
多
い
う
え
、

政
府
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
策
が

売
り
上
げ
増
を
後
押
し
し

た
。大

手
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
電

子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
な
ど
現
金
を
使
わ
ず
に

決
済
す
る
と
購
入
金
額
の
２

％
が
還
元
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
各
社
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
利
用
率
が
上
昇
し
た
。
客

一
人
当
た
り
の
平
均
購
入
額

は
４
・
１
％
増
の
６
２
５
円

だ
っ
た
。

大
手
コ
ン
ビ
ニ
の
広
報
担

当
者
は
「
２
％
還
元
で
『
つ

い
で
買
い
』が
増
え
た
ほ
か
、

食
品
が
軽
減
税
率
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
も
追
い
風
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話

し
て
い
る
。

商
品
別
で
は
、
冷
凍
食
品

や
持
ち
帰
り
の
調
理
麺
（
パ

ス
タ
や
う
ど
ん
な
ど
）、デ
ザ

ー
ト
、
サ
ラ
ダ
が
好
調
だ
っ

た
と
い
う
。
台
風
１９
号
の
影

響
で
大
手
３
社
で
は
９
０
０

０
店
以
上
が
一
時
閉
店
し
た

が
、
売
り
上
げ
へ
の
影
響
は

限
定
的
だ
っ
た
。

２

白
須
会
長
と
意
見
交
換

白
須
会
長
と
意
見
交
換

�水銀と健康�調査結果報告

外
務
省
と
財
務
省
に
緊
急
要
請

外
務
省
と
財
務
省
に
緊
急
要
請

小児発達に大きな影響なし
国立水俣病総合研究センター

フレンチシェフが表敬訪問

養殖ブリの輸出促進へ

２０１９（令和元）年１１月２５日（月曜日）

予
算
満
額
確
保
な
ど
求
め
る

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
議
連

白須会長（�から４人目）を表敬訪問した
ガレルシェフ（その�）ら

報告する坂本所長�と中村部長

和
歌
山
紀
南
地
区

４０

人

が

熱
心
に
聴
講

漁
協
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１
月
１５
日
に

ト
ッ
プ
会

明
石
浦
漁
協
、な
ぎ
さ
信
漁
連

長
谷
川
Ｆ
Ｊ
事
務
局
長
が
講
演

セ
ル
コ
グ
ル
ー
プ

財
務
省
の
麻
生
大
臣
（
�
か
ら
２
人
目
）
に
要
請
を

行
っ
た

外
務
省
の
若
宮
副
大
臣
（
左
端
）
に
要
請
を
行
っ
た

青
森
産
技

１０

編

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
総
合
研
究
所
所
長

野

呂

恭

成
氏

講演するＦＪの長谷川
事務局長

海
峡
を
渡
る
ミ
ズ
ダ
コ

海
峡
を
渡
る
ミ
ズ
ダ
コ

脱
出
リ
ン
グ
で
資
源
減
少
回
避

（第３種郵便物認可）

１０
月
の
コ
ン
ビ
ニ

売
上
高
１.８
％
増

ポ
イ
ン
ト
還
元
が
後
押
し


